
 

 

 

   

           

 

 

 

 

 

  

◇日にち 令和８年９月１４日（月）・１５日（火） 於：各務原市産業文化センター 

 

法務省と全国人権擁護委員連合会では、次代を担う中学生の皆

さんに、日常の家庭生活や学校生活等の中で得た体験に基づく作

文を書くことを通して、人権尊重の大切さや基本的人権について

の理解を深め、豊かな人権感覚を身に付けてもらうことを目的と

して、「全国中学生人権作文コンテスト」を実施しています。 

 法務省及び全国人権擁護委員連合会に優秀な作品を推薦する

ため、岐阜県大会での代表作品を決定する岐阜人権擁護委員協議

会での一次審査会を各務原地区部会で実施しました。 

 本年度、各務原部会には、市内９中学校（特別支援学校を含む）から４５７点の応募 （各学校か

らの岐阜地方法務局への提出数は、４０１点）がありました。令和７年度 （応募数４３６点、提出

数２２３点）と比較して、増加していることは嬉しい限りです。 

 今年の作品は、「インターネット上の誹謗中傷などの人権侵害」、「障がい者との関り」等の作品が多

く、中学生の人権問題について、関心があるのはどのようなことか推測できます。 

 また、今年度応募数が増加したのは、学校での人権学習の成果かと思われます。そのため、しっ

かりと自分の考えがまとめられた作品が多くみられました。ただ、 「人権は大切だと思いました」だ

けで終わるのではなく、最後に今後どうしたいかの生き方まで言

及できると人権作文の趣旨である、「人権感覚を身に付ける」に繋

がっていくと思いました。 

 各務原部会では、多くの応募の中から、自分の体験を通して「人

権の大切さ」を考えた２２点の作品を選び、岐阜人権擁護委員協議

会に推薦しました。 

 推薦されなかった中学生の皆さんにも、人権に関する作文を書

くことを通じて、人権尊重の重要性、必要性について再認識する機

会となったと自負しています。 
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